
1 

 

   
 

 
文 化 財 学 習 会 

 

ふ る さ と 探 訪 
 
テーマ 明治１５０年企画①： 

松平賴該（左近さん）を訪ねる 

講 師 山本 英之（高松市文化財専門員） 

日 時 平成３０年１０月１４日（日） 
     

 

共 催 

高松市歴史民俗協会 

高松市文化財保護協会 

高松市教育委員会 
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１ 

石
清
尾
八
幡
宮 

  

石
清
尾
八
幡
宮
は
高
松
市
街
地
の
南
西
、
石
清
尾
山
の
麓
に
鎮
座
し
、
日
常
の
散
策
や
恒
例
の
市
立
祭
、

例
大
祭
な
ど
を
通
じ
て
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
仲
哀
天
皇
、
応
神
天
皇
、
神
宮
皇
后
を
祭
神
と
し
、

そ
の
起
源
は
平
安
時
代
の
延
喜
十
八
年
（
九
一
八
）
に
八
幡
大
神
が
赤
塔
山
（
神
社
裏
山
）
に
現
れ
た
奇

瑞
に
遡
る
と
さ
れ
、
一
説
に
は
時
の
国
司
が
京
都
の
石
清
水
八
幡
宮
の
御
分
霊
を
勧
請
し
た
こ
と
に
始
ま

る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
赤
塔
山
は
石
清
尾
山
か
ら
東
に
伸
び
る
尾
根
の
先
端
に
当
た
り
、
こ
の
尾

根
が
亀
命
山
（
亀
ノ
尾
山
）
と
呼
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、「
石
清
水
」
と
「
亀
ノ
尾
」
を
合
わ
せ
て
「
石
清
尾
」

と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
年
は
創
祀
千
百
年
の
記
念
の
年
に
当
た
り
、
六
月
三
日
の
「
創
祀
千
百

年
祭
」
な
ど
の
記
念
行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

南
北
朝
時
代
に
、
讃
岐
ほ
か
四
国
一
円
を
領
有
し
た
室
町
幕
府
管
領
細
川
右
馬
頭
頼
之
を
は
じ
め
、
生

駒
家
や
高
松
藩
松
平
家
の
歴
代
藩
主
も
石
清
尾
八
幡
宮
を
篤
く
崇
敬
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
社
殿
の
改
築

や
社
領
の
寄
進
が
繰
り
返
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
生
駒
親
正
は
高
松
城
と
城
下
町
の
建
設
に
際
し
て
神
社
を

城
の
鎮
守
社
と
定
め
、
息
子
の
一
正
は
社
領
二
十
石
八
斗
を
寄
進
。
代
わ
っ
て
松
平
頼
重
が
入
封
す
る
と

そ
れ
ま
で
山
頂
に
あ
っ
た
社
殿
を
現
在
地
に
移
し
て
社
屋
を
一
新
し
、社
領
二
〇
二
石
を
寄
進
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、
社
殿
を
鶴
岡
八
幡
宮
に
模
し
、
祭
礼
は
石
清
水
八
幡
宮
に
倣
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

恒
例
五
月
三
日
の
市
立
祭
は
、
貞
治
三
年
（
一
六
六
六
）
四
月
三
日
の
細
川
頼
之
に
よ
る
右
馬
頭
祭
が
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起
源
と
さ
れ
、
初
期
は
甲
冑
を
ま
と
っ
た
騎
馬
武
者
が
神
前
を
疾
走
す
る
勇
壮
な
も
の
で
し
た
が
、
後
に

農
具
や
植
木
の
市
と
な
っ
て
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
、
旧
暦
の
八
月
十
五
日
に
執
り
行
わ
れ
た
例
大
祭
は
城
下
の
氏
神
の
祭
礼
と
し
て
賑
わ
い
、

町
々
が
そ
れ
ぞ
れ
に
作
り
物
や
幔
幕
で
飾
っ
た
「
船
」
と
呼
ば
れ
る
山
車
を
引
き
出
す
壮
観
な
も
の
で
し

た
。
現
在
は
十
月
の
第
三
土
・
日
曜
日
を
祭
礼
日
に
定
め
て
地

元
有
志
の
協
力
を
得
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
讃
岐
国
名

勝
図
会
に
は
大
祭
の
行
列
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

         

図１『金毘羅参詣名所図会』に描かれた石清尾八幡宮境内 
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図２ 石灯篭の配置と寄進者 

 

金
毘
羅
参
詣
名
勝
図
会
に
よ
る
と
、

近
世
の
社
頭
に
は
本
殿
・
幣
殿
・
拝

殿
・
神
楽
殿
な
ど
の
多
く
の
社
殿
や
末

社
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

歴
代
藩
主
が
寄
進
し
た
石
灯
篭
ほ
か

の
石
造
物
も
多
数
あ
り
ま
し
た
（
現
在

の
献
灯
の
配
置
を
図
示
し
ま
し
た
）。

現
在
の
本
殿
・
幣
殿
・
上
拝
殿
の
三
社

は
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
の

消
失
後
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
下
拝

殿
前
の
広
場
も
、
平
成
六
年
の
改
修
工

事
で
階
段
や
石
垣
の
修
築
と
あ
わ
せ

て
、
東
へ
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
拡
張
し
た

と
い
う
こ
と
で
す
。 
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２ 

長
谷
川
宗
右
衛
門
表
忠
ノ
碑 

  

石
清
尾
八
幡
宮
の
下
拝
殿
の
右
手
に
、
松
平
賴
該
（
左
近
さ
ん
）
と
と
も
に
幕
末
の
尊
王
運
動
に
奔
走

し
た
長
谷
川
宗
右
衛
門
の
表
忠
の
碑
が
あ
り
ま
す
。 

長
谷
川
宗
右
衛
門
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
江
戸
詰
め
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、
二
十
三
歳
の
と

き
に
同
じ
く
江
戸
詰
め
の
長
谷
川
家
の
養
子
と
な
り
翌
年
に
家
督
を
継
ぎ
ま
し
た
。
実
家
の
松
崎
家
か
ら

は
、
宗
右
衛
門
の
甥
で
と
も
に
尊
王
運
動
に
身
を
投
じ
、
幕
末
の
藩
政
改
革
を
担
い
な
が
ら
道
半
ば
で
凶

刃
に
倒
れ
た
松
崎
渋
右
衛
門
が
出
て
い
ま
す
。 

家
督
を
継
い
で
江
戸
藩
邸
に
出
仕
し
た
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
頃
か
ら
宗
右
衛
門
は
次
第
に
尊
王
の

想
い
を
強
め
、
水
戸
の
徳
川
斉
昭
（
高
松
藩
九
代
藩
主
賴
恕
の
弟
）
や
そ
の
側
近
の
藤
田
東
湖
、
松
平
賴

該
ら
と
の
関
係
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
水
戸
藩
主
と
な
っ
た
斉
昭
は
、
急
進
的
な
藩
政
改
革
の
失

敗
（
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
や
将
軍
継
嗣
問
題
（
安
政
五
年
（
一
八
五
八
））
を
巡
っ
て
江
戸
幕
府
と
対

立
を
深
め
た
こ
と
か
ら
藩
主
の
座
を
追
わ
れ
、
高
松
藩
十
代
藩
主
の
賴
胤
が
幕
府
か
ら
水
戸
藩
の
後
見
を

命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
水
戸
藩
と
高
松
藩
の
関
係
は
次
第
に
険
悪
と
な
り
、
宗
右
衛
門
は
両
藩

の
関
係
修
復
を
決
意
し
て
独
断
で
水
戸
藩
士
を
説
得
し
ま
し
た
が
、か
え
っ
て
藩
主
賴
胤
の
怒
り
を
招
き
、

甥
の
松
崎
渋
右
衛
門
と
と
も
に
高
松
へ
の
帰
藩
と
謹
慎
が
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。 
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折
し
も
安
政
五
年
の
八
月
、
大
老
井
伊
直
弼
が
朝
廷
の
勅
許
を
経
ず
に
日
米
修
好
通
商
条
約
を
結
び
孝

明
天
皇
が
こ
れ
に
反
発
す
る
と
、
宗
右
衛
門
は
高
松
藩
を
出
奔
し
、
諸
国
を
転
々
と
し
な
が
ら
梅
田
雲
浜

や
頼
三
樹
三
郎
ら
と
井
伊
大
老
失
脚
を
謀
り
ま
す
。
し
か
し
、
安
政
の
大
獄
に
よ
り
同
志
ら
が
次
々
と
捕

縛
さ
れ
る
と
身
の
置
き
場
を
失
っ
て
大
坂
藩
邸
に
出
頭
。
江
戸
や
高
松
で
の
獄
中
生
活
は
、
文
久
二
年
（
一

八
六
二
）
十
一
月
ま
で
二
年
余
に
も
及
び
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
高
松
藩
は
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
禁
門
の
変
や
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
第
二
次

長
州
征
伐
で
も
幕
府
を
支
え
続
け
、
つ
い
に
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
一
月
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
で
官
軍

が
勝
利
す
る
と
高
松
藩
は
朝
敵
と
さ
れ
追
討
軍
が
差
し
向
け
ら
れ
る
事
態
に
陥
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
宗

右
衛
門
は
、
隠
居
の
身
も
顧
み
ず
松
平
賴
該
ら
と
と
も
に
藩
主
に
朝
廷
へ
の
恭
順
を
訴
え
、
一
方
で
自
ら

京
都
の
太
政
官
府
へ
追
討
令
解
除
の
陳
情
に
赴
く
な
ど
藩
の
た
め
に
奔
走
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
家
老

の
切
腹
に
よ
り
高
松
藩
が
表
面
的
に
朝
廷
に
恭
順
の
態
度
を
示
し
て
か
ら
も
、
宗
右
衛
門
ら
の
徹
底
し
た

尊
王
の
態
度
は
藩
内
で
も
疎
ん
ぜ
ら
れ
続
け
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）、
失
意
の
う
ち
に
六
十
八
年
の
生

涯
を
閉
じ
ま
し
た
。 
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「
贈
正
四
位
峻
阜
長
谷
川
君
表
忠
碑
」の
碑
文
と
釈
文（『
風
声
潮
音 

高
松
藩
先
霊
の
碑
』か
ら
引
用
） 
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霊源寺境内に建つ親量院墓所 

 

３ 

紫
雲
山 

親
量
院 

霊
源
寺 

 

亀
岡
公
園
前
の
横
断
歩
道
か
ら
南
へ
一
筋
入
る
と
、
住
宅
地
の
中
に
塀
を
巡
ら
せ
た
寺
院
が
ひ
っ
そ
り

と
建
っ
て
い
ま
す
。
霊
源
寺
と
い
う
臨
済
宗
の
お
寺
で
、
山
号
を
紫
雲
山
、
院
号
を
親
量
院
と
い
い
ま
す
。

元
は
紫
雲
山
を
隔
て
て
南
東
側
の
香
川
郡
坂
田
郷
に
あ
っ
て
千
光
寺
と
い
い
ま
し
た
が
、
延
宝
四
年
（
一

六
七
六
）
に
松
平
賴
重
が
女
婿
（
久
留
米
藩
主
有
馬
頼
利
）
の
菩
提
を
供
養
す
る
た
め
に
、
こ
の
地
に
遷

し
て
霊
源
寺
と
改
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
綾
歌
郡
長
炭
村
佐
岡
寺
山
よ
り
観
音
像
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
二
代
藩

主
松
平
賴
常
の
生
母
・
親
量
院
（
水
戸
藩
主
徳
川
光
圀
の
側

室
・
玉
井
弥
智
）
の
発
願
に
よ
り
、
二
年
後
に
霊
源
寺
の
一

角
に
お
堂
を
立
て
て
子
安
観
音
と
し
て
安
置
し
ま
し
た
。
続

い
て
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
に
は
新
量
院
の
院
号
と
寺

領
百
石
が
寄
進
さ
れ
て
い
ま
す
。 

賴
常
生
母
・
親
量
院
は
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
十
一
月

十
二
日
に
八
十
三
歳
の
天
寿
を
全
う
し
、
霊
源
寺
に
葬
ら
れ

ま
し
た
。 
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本
堂
の
前
庭
の
片
隅
に
は
「
瘞 え

い

刀 と
う

碑
」
と
い
う
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）

三
月
、
高
松
藩
の
若
き
参
政
・
玉
井
徳
之
助
信
敏
が
藩
主
の
密
書
を
携
え
て
江
戸
へ
急
ぐ
途
中
、
三
河
国

岡
崎
で
薩
長
の
討
幕
軍
と
遭
遇
し
、
祐
伝
寺
に
逃
げ
込
ん
で
密
書
を
焼
い
て
自
害
し
た
と
い
う
事
件
を
伝

え
る
も
の
で
、
刀
を
こ
の
地
に
埋
め
、
玉
井
信
敏
の
精
忠
を
顕
彰
し
た
碑
で
す
。 

 

霊
源
寺
東
側
の
道
に
沿
っ
て
は
、
栗
林
公
園
の
園
池
か
ら
摺
鉢
谷
川
に
向
か
っ
て
流
れ
る
小
河
川
が
あ

り
ま
し
た
。
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
の
城
下
絵
図
や
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
の
高
松
住
宅
明
細
地

図
な
ど
に
そ
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
霊
源
寺
の
南
東
側
で
は
霊
源
寺
池
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
豊

か
な
水
を
利
用
し
て
明
治
半
ば
か
ら
戦
後
に
か
け
て
こ
の
付
近
で
も
製
紙
業
が
栄
え
ま
し
た
。
現
在
の
中

野
町
公
園
付
近
に
真
鍋
製
紙
会
社
、
亀
阜
学
校
の
南
西
に
は
高
松
製
紙
会
社
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
後

ま
も
な
く
の
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）、
中
野
町
市
営
団
地
の
建
設
に
よ
り
霊
源
寺
池
は
姿
を
消
し
ま

し
た
が
、
川
の
跡
は
現
在
の
地
形
な
ど
か
ら
も
辿
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
亀
岡
公
園
前
の
横
断
歩
道
の
両

脇
に
は
、
参
道
に
架
っ
て
い
た
橋
の
名
残
で
あ
る
欄
干
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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図３ 天保１５年（１８４４）頃の亀阜荘付近の様子（出典：天保１５年 高松城下図） 

 

 

               

北 
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図４ 昭和８年（１９３３）頃の霊源寺池の様子（出典：高松住宅明細地図） 

               

北 
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「松平金岳公子亀阜荘旧迹」碑 

  

４ 

亀
阜
荘 

 

現
在
の
亀
阜
小
学
校
の
全
体
と
南
側
及
び
北
西
部
の
民
家
を
含
む
付
近
の
お
よ
そ
３
千
坪
を
占
め
て
、

松
平
賴
該
の
別
荘
・
亀
阜
荘
が
あ
り
ま
し
た
。
東
に
正
門
、
北
に
通
用
門
を
構
え
て
御
成
の
間
、
桜
の
間
、

梅
の
間
、
紅
葉
の
間
、
書
院
、
能
舞
台
、
芝
居
小
屋
、
茶
室
な
ど
を
備
え
た
大
き
な
屋
敷
で
、
東
に
面
し

た
馬
場
は
八
十
間
（
百
四
十
五
メ
ー
ト
ル
）
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
普
請
に
三
年
の
歳
月
を
費

や
し
て
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
の
六
月
に
落
成
し
、
こ
の
時
か
ら
賴
該
は
城
内
を
出
て
生
活
の
場
を

こ
の
亀
阜
荘
に
移
し
ま
し
た
。
校
庭
に
は
、「
松

平
金
岳
公
子
亀
阜
荘
旧
迹
」
と
「
贈
正
四
位
松

平
左
近
君
紀
功
碑
」
の
二
つ
の
石
碑
が
佇
ん
で

い
ま
す
。 

賴
該
の
逝
去
後
は
松
平
家
の
別
荘
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
明
治
時
代
に
な
っ
て
香
川
県

に
引
き
継
が
れ
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の

学
制
の
発
布
に
よ
り
県
学
亀
阜
学
校
が
開
校

し
ま
し
た
。 
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「
贈
正
四
位
松
平
左
近
君
紀
功
碑
」
の
碑
文
と
釈
文
（『
風
声
潮
音 

高
松
藩
先
霊
の
碑
』
か
ら
引
用
） 

               



20 

 



21 

                



22 

                



23 

                



24 

                



25 

                



26 

                



27 

                



28 

 

５ 

講
道
館 

 

高
松
藩
で
は
、
初
代
松
平
賴
重
以
来
歴
代
の
藩
主
が
儒
学
の
振
興
に
力
を
入
れ
、
儒
教
に
よ
る
藩
士
の

教
育
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
賴
重
は
、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
高
松
藩
主
と
な
る
と
、
水
戸
藩
か

ら
付
け
ら
れ
た
岡
部
拙
斎
と
深
川
安
斎
を
儒
者
と
し
て
高
松
に
伴
い
、
二
代
藩
主
賴
常
も
、
湯
島
聖
堂
で

林
信
篤
（
鳳
岡
）
の
高
弟
で
あ
っ
た
菊
池
武
雅
（
半
隠
、
一
六
五
九
～
一
七
二
〇
）、
岡
井
張
（
氷
室
、
？

～
一
七
三
九
）
を
そ
れ
ぞ
れ
三
百
石
で
召
し
抱
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
に
は

城
下
の
中
野
天
満
宮
の
南
に
講
堂
を
設
置
し
、
菊
池
武
雅
に
釈
奠(

せ
き
て
ん)

の
祀
り
を
執
り
行
わ
せ
る

と
と
も
に
、
十
河
順
安
、
根
本
弥
右
衛
門
に
命
じ
て
、
藩
士
は
も
と
よ
り
農
民
や
町
人
に
も
経
伝
（「
書
経
」、

「
易
経
」、「
詩
経
」、「
礼
記
」、「
春
秋
」
と
そ
れ
ら
の
注
釈
書
）
の
聴
講
を
許
し
ま
し
た
。 

三
代
賴
豊
の
時
代
に
一
時
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
講
堂
は
、
四
代
賴
桓
の
時
代
に
再
興
さ
れ
て
、
青

葉
士
弘
（
一
七
〇
三
～
一
七
七
二
）
の
監
督
の
も
と
岡
長
祐
（
？
～
一
七
七
六
）、
菊
池
武
賢
（
黄
山
、
一

六
九
七
～
一
七
七
六
）
ら
が
教
育
に
当
た
り
ま
し
た
。
高
松
藩
中
興
の
祖
と
も
言
わ
れ
財
政
再
建
や
殖
産

興
業
を
積
極
的
に
推
し
進
め
た
五
代
賴
恭
の
も
と
で
は
、
菊
池
武
賢
、
青
葉
養
浩
、
岡
井
赤
城
、
後
藤
芝

山
、
柴
野
栗
山
ら
優
れ
た
儒
学
者
を
多
く
輩
出
し
ま
し
た
。 

安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）、
賴
恭
の
長
男
で
あ
る
六
代
賴
真
は
、
賴
常
が
創
建
し
た
講
堂
を
中
野
天
満
宮
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の
北
に
移
転
拡
張
し
、
藩
校
・
講
道
館
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
後
藤
芝
山
を
総
裁
と
し
て
青
葉
半

山
、
久
保
城
山
、
菊
池
武
賢
ら
に
四
書
五
経
や
文
選
、
十
八
史
略
な
ど
を
講
義
さ
せ
、
芝
山
が
定
め
た
「
規

画
学
制
」
と
称
す
る
就
学
規
則
に
則
っ
て
厳
格
な
教
育
が
施
さ
れ
ま
し
た
。
水
戸
徳
川
家
か
ら
入
っ
て
高

松
藩
を
継
い
だ
九
代
賴
恕
は
、
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
講
道
館
構
内
に
大
聖
廟
を
建
設
し
て
、
そ
れ

ま
で
披
雲
閣
に
安
置
し
て
い
た
孔
子
象
を
移
し
て
春
秋
の
釈
奠
の
祭
祀
も
執
り
行
わ
せ
ま
し
た
。 

講
道
館
で
は
、
朱
子
学
の
ほ
か
国
学
や
史
学
、
神
道
も
、
勤
王
思
想
も
重
視
さ
れ
、
詩
文
や
兵
学
、
音

楽
、
武
家
の
礼
式
な
ど
も
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
後
期
に
は
、
山
田
梅
村
、
藤
沢
南
岳
、
片
山

冲
堂
、
岡
内
春
塘
ら
が
教
授
陣
に
加
わ
り
、
そ
れ
ま
で
の
朱
子
学
に
加
え
て
古
文
辞
学
や
陽
明
学
な
ど
社

会
の
変
革
に
即
応
し
た
実
学
と
し
て
の
内
容
が
備
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
幕
末
に
は
洋
学
校
も
設
け
ら

れ
ま
す
が
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
学
制
の
施
行
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。 
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６ 

新
建
大
聖
廟
記
碑 

 

湯
島
聖
堂
を
は
じ
め
各
地
の
藩
校
で
は
、
儒
教
の
先
学
を
尊
び
、
儒
学
興
隆
と
学
業
大
成
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
聖
堂
を
建
設
し
孔
子
像
を
祀
り
ま
し
た
。
高
松
藩
校
講
道
館
の
孔
子
像
は
、
参
議
小
野
篁
（
八
〇

二
～
八
五
三
）
の
作
で
足
利
学
校
に
祀
ら
れ
て
い
た
聖
像
と
伝
え
ら
れ
、
高
松
藩
儒
岡
井
家
が
手
に
入
れ

て
岡
井
鼎
（
赤
城
）
が
八
代
賴
儀
に
献
上
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

講
道
館
の
聖
廟
は
、
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
の
講
道
館
建
設
に
遅
れ
る
こ
と
半
世
紀
余
の
天
保
三
年

（
一
八
三
二
）に
建
て
ら
れ
、こ
れ
以
後
孔
子
像
は
城
内
か
ら
講
道
館
構
内
に
安
置
さ
れ
、春
秋
の
釈
奠(

せ

き
て
ん)

の
祭
祀
も
講
道
館
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
四
十
年
間
に
わ
た
っ
て
連
綿
と
続
け
ら
れ
ま
し
た
。 

新
建
大
聖
廟
記
は
、
こ
の
聖
廟
の
新
築
と
釈
奠
の
恒
例
を
記
念
し
て
、
二
年
後
の
天
保
五
年
（
一
八
三

四
）
に
松
平
左
近
（
賴
該
）
が
撰
し
た
文
章
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
巻
物
の
ま
ま
で
長
く
聖
廟
に
保
管

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
十
一
代
賴
聰
の
命
に
よ
っ
て
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
な
っ
て
建
碑
が
実

現
し
ま
し
た
。
も
と
は
、
講
道
館
の
敷
地
（
現
在
の
香
川
県
庁
東
館
か
ら
日
本
赤
十
字
高
松
病
院
の
本
館

に
か
け
て
の
場
所
）
に
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
香
川
大
学
附
属
高
松
小
学
校
内
に
移
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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平成３０年１０月１４日（日）ふるさと探訪「明治１５０年企画①：松平賴該（左近さん）を訪ねる」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①石清尾八幡宮 
②長谷川宗右衛門表忠ノ碑 

③霊源寺 

④亀阜荘跡 

（石碑は亀阜小学校内） 

⑤講道館 

⑥新建大聖廟記碑 
（香川大学附属高松小学校内） 

①石清尾八幡宮 
②長谷川宗右衛門表忠ノ碑 

④亀阜荘跡 

（石碑は亀阜小学校内） 

⑤講道館 

⑥新建大聖廟記碑 

（香川大学附属高松小学校内） 

③霊源寺 



 

１０月１４日（日）復路 

◆ことでんバス（まちなかループバス） 

【西廻り】 

県庁・日赤前 (12:01 発)→瓦町駅東口(12:12 着)→ 

高松駅１番のりば(12:40 着) 

  
 

最明寺 

次回のふるさと探訪は… 

テ － マ 「聖通寺山を歩く」（予定） 

 と  き 平成３０年１１月１８日（日）９：３０～正午頃 

集合場所 未定 

講   師 坂出市職員 

探 訪 先 塩釜神社、津島寿一像、久米通賢像、三土忠造像、 

聖通寺山頂（積石塚跡）、ゆるぎ岩 など 

参 加 費 無料 

 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」１１月１日号に開催案内を掲載予定です。 

☆小雨決行。当日、警報が発令された場合は、中止とします。 

なお、中止かどうか御不明な場合、午前７時３０分～９時３０分

に文化財課（Tel 087-839-2660）でお知らせします。 

（電話が通じない場合は実施予定ですので、集合場所にお集まりく

ださい。） 

 

 



 

 

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

 
１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


